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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成21年11月12日(2009.11.12)

【公開番号】特開2008-34372(P2008-34372A)
【公開日】平成20年2月14日(2008.2.14)
【年通号数】公開・登録公報2008-006
【出願番号】特願2007-167434(P2007-167434)
【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｖ   8/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13357  (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２１Ｖ   8/00    ６０１Ｚ
   Ｆ２１Ｖ   8/00    ６０１Ｃ
   Ｇ０２Ｆ   1/13357 　　　　
   Ｆ２１Ｙ 101:02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年9月25日(2009.9.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一列に配列された複数のブロックからなる導光板と、
　前記ブロックごとに設けられ、前記ブロックに対して光を照射する複数の光源と、
　を備え、
　前記導光板は一体的に形成されており、前記導光板に設けられた楔形の溝によって前記
導光板が前記複数のブロックに分割されており、
　前記溝と、前記光源の光照射の方向と、は、略平行であり、
　前記溝により形成された隣り合う前記ブロック間の一部の領域には０．１ミクロン以上
の隙間が形成されており、前記隙間内は空気層となっていることを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記導光板に設けられた前記楔形の溝は、前記楔形の頂点をなす角度が１５度以下、（
前記楔形の溝の深さ／前記導光板の厚さ）の比が０．４以上～０．７以下、であることを
特徴とする請求項１記載の照明装置。
【請求項３】
　前記導光板は、射出成型によって形成されたものであることを特徴とする請求項１記載
の照明装置。
【請求項４】
　前記光源は、
　　赤色の光を出射する赤色発光ダイオードと、
　　緑色の光を出射する緑色発光ダイオードと、
　　青色の光を出射する青色発光ダイオードと、
　を有することを特徴とする請求項１記載の照明装置。
【請求項５】
　前記光源と前記ブロックとの間に配置され、前記赤色の光、前記緑色の光及び前記青色
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の光を混色する混色部材をさらに備えたことを特徴とする請求項４記載の照明装置。
【請求項６】
　照明装置であって、
　　一列に配列された複数のブロックからなる導光板と、
　　前記ブロックごとに設けられ、前記ブロックに対して光を照射する複数の光源と、
　　を有し、
　　前記導光板は一体的に形成されており、前記導光板に設けられた楔形の溝によって前
記導光板が前記複数のブロックに分割されており、
　　前記溝と、前記光源の光照射の方向と、は、略平行であり、
　　前記溝により形成された隣り合う前記ブロック間の一部の領域には０．１ミクロン以
上の隙間が形成されており、前記隙間内は空気層となっている照明装置と、
　前記照明装置により光が照射される液晶パネルと、
　前記液晶パネルに映像信号を印加すると共に、前記印加のタイミングに同期させて前記
光源を順次点灯させる制御部と、
　を備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】
　前記導光板に設けられた前記楔形の溝は、前記楔形の頂点をなす角度が１５度以下、（
前記楔形の溝の深さ／前記導光板の厚さ）の比が０．４以上～０．７以下、であることを
特徴とする請求項６記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記導光板は、射出成型によって形成されたものであることを特徴とする請求項６記載
の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記光源は、
　　赤色の光を出射する赤色発光ダイオードと、
　　緑色の光を出射する緑色発光ダイオードと、
　　青色の光を出射する青色発光ダイオードと、
　を有し、
　前記光源と前記ブロックとの間に配置され、前記赤色の光、前記緑色の光及び前記青色
の光を混色する混色部材をさらに備えたことを特徴とする請求項６記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記照明装置は、前記光の強度を前記ブロックごとに検出する受光部をさらに有し、
　前記制御部は、前記受光部の検出結果に基づいて前記光源を制御することを特徴とする
請求項６記載の液晶表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の一態様によれば、一列に配列された複数のブロックからなる導光板と、前記ブ
ロックごとに設けられ、前記ブロックに対して光を照射する複数の光源と、を備え、前記
導光板は一体的に形成されており、前記導光板に設けられた楔形の溝によって前記導光板
が前記複数のブロックに分割されており、前記溝と、前記光源の光照射の方向と、は、略
平行であり、前記溝により形成された隣り合う前記ブロック間の一部の領域には０．１ミ
クロン以上の隙間が形成されており、前記隙間内は空気層となっていることを特徴とする
照明装置が提供される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明の一態様によれば、照明装置であって、一列に配列された複数のブロックからな
る導光板と、前記ブロックごとに設けられ、前記ブロックに対して光を照射する複数の光
源と、を有し、前記導光板は一体的に形成されており、前記導光板に設けられた楔形の溝
によって前記導光板が前記複数のブロックに分割されており、前記溝と、前記光源の光照
射の方向と、は、略平行であり、前記溝により形成された隣り合う前記ブロック間の一部
の領域には０．１ミクロン以上の隙間が形成されており、前記隙間内は空気層となってい
る照明装置と、前記照明装置により光が照射される液晶パネルと、前記液晶パネルに映像
信号を印加すると共に、前記印加のタイミングに同期させて前記光源を順次点灯させる制
御部と、を備えたことを特徴とする液晶表示装置が提供される。
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